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平成２７年度「エコモビ実践キャンペーン」実施結果について 

 

１ 実施期間 

平成２７年１１月１９日（木）から１２月１８日（金）まで（３０日間） 

【１２月２日（１２月の第１水曜日）を県内一斉「エコ通勤デー」とした】 

 

２ 参加事業所数 

(1) 参加事業所数 １，７９３事業所 

 ※ 参加事業所は別添のとおり［掲載を承諾した事業所のみ記載］。 

(2) 「キャンペーン」各取組項目の参加事業所数 

○ 「エコモビ」情報の周知、実践の働きかけ   １，７９３事業所 

○ 県内一斉「エコ通勤デー」への参加      １，３４１事業所 

○ エコ通勤の推進               １，７２９事業所   

○ 環境に配慮した自動車利用の推進       １，６９１事業所 

 

３ 「キャンペーン」各取組項目の実施事例(「キャンペーン」実施以前からの取組を含む) 

(1) 「エコモビ」情報の周知、実践の働きかけ 

・ ポスターの職場内、庁内、店頭等での掲示、チラシの配付 

・ 社内イントラネットでの周知、「エコモビメールニュース」※の職場内 

展開 

・ 機関誌等への掲載 

・ 朝礼、終礼、社内会議等での周知、定期的な「エコ通勤」の呼びかけ 

・ 事業所の最寄り駅、バス停の時刻表を職場内掲示、マイカー通勤者へ 

配付 

※  毎月、「エコモビの日」（第１水曜日）の前日にあいちエコモビリティライフ推進

協議会構成員あてに「エコモビ」情報を配信しているもの。27 年 8 月から 12 月ま

で、「エコモビ」のメリットや具体的な取組について紹介する「エコモビコラム」な

どを追加して、「キャンペーン」参加事業所に対しても配信した。 

(2) 県内一斉「エコ通勤デー」への参加 

・ 前日の朝礼、終礼、社内会議、社内放送などでの参加呼びかけ 

・ 職場の行事予定表に県内一斉「エコ通勤デー」を掲載し、実施日を周知 

・ 案内文を作成し、該当者一人一人に手渡しして、参加呼びかけ 

・ 自転車通勤者のために、屋根付き車庫の一部を自転車置き場に指定、既

存の駐輪場を清掃・整理 

・ 同じ方向から出勤してくる者同士での相乗り通勤の呼びかけ 

・ 本社勤務者は自転車通勤、現場勤務者は相乗り通勤を促進するなど、各

勤務体制に合わせて、参加を呼びかけ 
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・ 県内一斉「エコ通勤デー」の実施日に忘年会を設定 

・ 県内一斉「エコ通勤デー」当日に休暇だった者も別の日に参加 

・ 県内一斉「エコ通勤デー」以外に、毎月 1 回、「エコ通勤デー」を実施 

・ エコ通勤者に対して参加賞を用意 

・ 各職員に、当日の交通手段について、事前提出及び結果の報告を求めた 

(3) エコ通勤の推進 

 【マイカー通勤の抑制】 

 ・ マイカー通勤の原則禁止、公共交通や自転車での通勤を奨励 

・ 新庁舎建設による職員用駐車場削減を機に、多くの職員がエコ通勤に 

転換 

 【自転車通勤の奨励】 

・ 自転車通勤者のために、屋根付き駐輪場の確保、カッパ、ヘルメット置

き場の提供、空気入れ、パンク修理キットなどの配備 

・ 社員寮の駐輪場をより広く、使いやすく整備 

・ 自転車通勤者についても、マイカー通勤者と同額の通勤手当を支給 

・ 自転車通勤規則を定め、自転車通勤者の保険加入を必須とするなど、安

全な通勤形態を確立 

・ 自転車通勤者に対して、親睦会からヘルメット購入代の一部を補助 

 【従業員の交通行動転換促進】 

・ 「コミュニケーション・アンケート」※の実施 

・ 通勤経路の定期的な確認、人事異動、住居変更等の際にエコ通勤への変

更を働きかけ 

※ コミュニケーション・アンケートとは、従業員の通勤実態を把握するとともに、

従業員一人一人に自身の通勤を振りかえってもらうことでエコ通勤への転換を促す

きっかけとするもの。詳しくは、国土交通省「エコ通勤ポータルサイト」 

（http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/ecommuters/index.html）の 

ワンショット TFP ツールの項を参照。 

 【相乗り通勤など】 

・ 社内会議などで、同じ現場の勤務者に相乗り通勤を働きかけ 

・ 当日、忘年会がある部署の職員が別の部署の職員のクルマに相乗りして

通勤 

・ 天候不良の際、マイカー通勤者が交通機関通勤者を職場から駅まで送る 

・ スタッフ同士が声を掛け合い、イベント会場等へ相乗りで移動（車中で

の情報交換や意思疎通が図られるなど相乗効果あり） 

・ 時差出勤制度、エコ通勤者に対する表彰制度、通勤バスの運行 

・ 在宅勤務の拡大の検討（在宅勤務者とはパソコンで連絡） 

 



 - 3 -

(4) 環境に配慮した自動車利用の促進 

・ アイドリングストップ、急発進の禁止、積載物の軽減など、エコドライ

ブの励行を呼びかけ  
・ 社内でエコドライブ研修を実施  
・ 社用車の運転日誌にエコドライブ推進の資料を貼付  
・ 事業所ごとに期間中の走行距離、燃料使用量、燃費を集計  
・ 燃費メーターや燃費記録サイトを活用したエコドライブの実践  
・ 公共交通の利用が困難な地域への移動の際にカーシェアリングを活用す

ることで、マイカーの業務使用を削減  
・ EV、PHV、HV などのエコカーの導入  
・ 渋滞時間をさけた通勤の奨励  
・ 業務用自転車の活用  

 

４ 参加事業所からのご意見・ご感想等 

・ キャンペーンに参加する事で「エコ」についての認識を再確認するよい機会となっ

た。今後もこのようなイベントがあれば参加していきたい。 

・ 今後も継続して取り組んでいきたい。 

・ 参加が 2 年目になり、「エコモビ」の趣旨を十分理解して社員自ら積極的に申し出

るようになり、意識の向上がみられたと思う。 

・ 「エコ通勤デー」当日の職員駐車場利用率を目算で確認したところ、昨年度に引き

続き約 1～2 割の実施効果があったと感じた。 

・ 普段の自動車運転に少し気を付けるだけでエコドライブができるので、これからも

意識して運転できるとよいと思った。 

・ 「エコモビ」を意識化することは、大変有効なことである。より一層、学校教育の

段階から、周知徹底していくことが望まれる。 

・ 日頃よりマイカー通勤の禁止(制限)を行うなど、環境配慮への取り組みを行ってい

るが、キャンペーンに参加することにより改めて意識向上を図る、よい機会となった。 



別　添








